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食品に関するリスクコミュニケーション 

全国各地でリスクコミュニケーション、続々実施。 

サイエンスカフェ（東京）　第7話 
 

食品のリスクを考えるサイエンスカフェ 
詳細　http: / /www.fsc.go. jp/ fsci is/meet ingMater ia l /show/ 
　　　kai20101105ik1

詳細　http://www.fsc.go.jp/koukan/dantai_jisseki.html
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サイエンスカフェは地方

自治体との共催で、全国で

も続々と開催しています。

10月8日（金）は佐賀県「食

中毒を起こすビブリオ菌の

あれこれ－正しく怖がるた

めに－」、10月18日（月）

は群馬県「“濃い茶 目の毒 

気の薬”のしくみーお茶の

機能性と安全性を科学す

る」、10月26日（火）は長

野県「それって大丈夫？お

肉の生食」、11月9日（火）

は徳島県「食品には農薬は

どれくらい残留している

の？」、11月16日（火）は

さいたま市「残留農薬は、

安全なの？危険なの？」を

開催しました。テーマは各

地の身近な食文化から食

をとりまく環境に沿ったも

のを取り上げて、その地域

の方々に高い関心を持って

参加していただいています。

どの会場でも感じるのは、

同じ「食の安全」に関する

ことでも、消費者、生産者

などそれぞれの立場によっ

てさまざまな感じ方や考え

方があるということです。

そうした幅広い「生の声」

に応えるためにも、今後も

各地でリスクコミュニケー

ションを開催していきます。 

ジュニア食品安全ゼミナール（徳島県阿南市） 食品のリスクを考えるワークショップ（愛媛県松山市） 
詳細　http://www.fsc.go.jp/koukan/dantai_jisseki.html 詳細　http://www.fsc.go.jp/fsciis/meetingMaterial/show/ 

　　  kai20101112ik1 
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11月12日（金）は松山

市において「ノロウイルス

食中毒の予防と対策」をテー

マにワークショップを開催

しました（共催：愛媛県・松山市・

愛媛農政事務所）。ワーク

ショップは、参加者同士の意

見交換を通じ、食品のリス

クを様々な側面から考え、

参加者自身が食品の安全

性を考えるヒントを得るこ

とで、理解を深めることを

目的として行います。 

当日は食品安全委員会事

務局から食品中のノロウイ

ルスについて情報提供を行っ

た後、29名の参加者がグルー

プに分かれ、ノロウイルス

食中毒のリスクを減らすた

めの対策をグループごとに

話し合って整理するグルー

プワークを行いました。 

休憩後は、整理した内容

を発表し、参加者全体で質

疑応答を含めた意見交換

へと進みます。ここでは「調

理施設での衛生管理や健康

管理をどうしたらいいか」、

「効果的な手洗い方法を教

えてほしい」、「ノロウイル

スに有効なワクチンはない

のか」など様々な疑問や意

見が交換されました。最後

には、全員で手洗いの実習

を行い、有効な手洗い方法

を確認して閉会となりました。 

11月8日（月）、徳島県

阿南市立阿南第二中学校

において、ジュニア食品ゼ

ミナールを開催しました。

これは子どもたちが食品安

全委員会委員と直接意見

を交換する機会を通して、

食品の安全性に興味を持ち、

冷静に判断する目

を育むことを目的

に、地方公共団体

などと共催で開催

するもので、中学

生を対象にしたの

は初の試みです。

1年生61名が元

気に参加し、クイズ、

レクチャー、見上

委員長代理との質疑応答が、

楽しく、かつ真剣に行われ

ました。 

中学生からは、食物アレ

ルギー、食品添加物などに

ついての質問が出され、食

の安全への関心の高さが

うかがわれました。 

東京、銀座でシリーズ開

催しているサイエンスカ

フェ。11月5日（金）の第7

話は「食中毒と感染症の不

思議～ヒトと動物の見えな

い壁」（スピーカー：見上彪 

食品安全委員会委員長代理）

というテーマです。まず、

見上委員長代理から様々

な病原体の特徴、感染の仕

組み、人獣共通感染症の不

思議についてスライドを使っ

た話題提供を行い、その後、

28名の参加者の皆さんか

ら、コミュニケーションカー

ドに疑問や意見を書いて出

していただきました。 

「カンピロバクターは鶏

と豚で保菌している型が違

うのはなぜ？」「生肉にフォー

クで穴を開けて焼くと中ま

で火が早く通ると聞いたけど、

生肉の表面には菌が付いて

いるのに大丈夫？」などの

幅広い質問に、和やかな雰

囲 気 で

熱 心 に

意 見 交

換 が 行

わ れ ま

した。 

食品安全委員会では、リスクコミュニケーションの一環として、カフェに集まる気軽さで食の安全の科学に
ついて対話するサイフェンスカフェなど、消費者の皆様との意見交換会に、全国自治体との共催も含めて
積極的に取り組んでいます。2010年秋に開催したその一部をご紹介します。 


